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～学校及び教育委員会単位での教育ＤＸの推進～

　 それぞれの学校や教育委員会が直面している授業や校務でのＩＣＴ活用の課題解決に取り組み、教育ＤＸの推進を図
る。

[ 数校、１教育委員会 ]

教育DX推進訪問支援研修会

学校以外

　 ２年間に渡り、教育委員会が直面している授業や校務でのＩＣＴ活用の課題について、センター指導主事が複数回の訪問を行
い、教育委員会と共に解決していく訪問支援型の研修会です。
【対象】
　 市町村教育委員会　１委員会（令和８～９年度実施）
【実施の期間】
 　期間　・令和8年５月～令和9年２月（長期休業期間も可能）
　　　　 　・令和9年5月～令和10年２月（長期休業期間も可能）
 　回数　３～４回／年
【内容】
　 委員会と協議して決定する。
 　例１：課題の現状分析を通して、目標設定を行い、必要となる研修会等を実施する。
 　例２：課題の現状分析を通して、情報化推進リーダーによるコミュニティ形成や教育委員会としてのビジョンの作成を行う。
【申込方法】市町村教育委員会に別途通知します。

　 学校が直面している授業や校務でのＩＣＴ活用の課題について、センター指導主事が複数回の訪問を行い、学校と共に解決し
ていく訪問支援型の研修会です。
【対象】
　 （１）学校スポット支援　　　　数校（訪問１回）
　 （２）学校伴走支援　　　　　　数校（訪問２～３回程度）
【実施の期間】
　 期間　令和８年５月～令和９年２月
【内容】
　 対象校と協議して決定する。
 　例１（学校スポット支援１回訪問）：オンラインによる現状分析→研修会
　 例２（学校伴走支援２回訪問）：現状分析→校務ＤＸ検討会→オンラインによるフォローアップ
　 例３（学校伴走支援３回訪問）：現状分析→研修会→校内研究授業と授業検討会
【申込方法】市町村教育委員会及び各県立学校に別途通知します。
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